







































































































































































































































































































































































































































































































































著者名（出版年） 「論題名又は章題名」 『書名』 編著名
出版者 掲載ページ
●洋図書の場合
著者名（出版年） 論題名または章題名 編著名 書名
出版地 出版者 掲載ページ
例）Phillips SJ. （1995） Hypertension and stroke. In Laragh  JH, 
editors. Hypertension：pathophysiology, diagnosis, and 





著者名（掲載年） 「論文タイトル」 『雑誌名』 巻数（号
数） : 掲載ページ
●洋雑誌の場合
著者名（掲載年） 論文タイトル 雑誌名 巻数（号数）:
掲載ページ










論文著者名（掲載年） 「論文タイトル」 『雑誌名』 巻数
（号数）： 掲載ページ ＜入手先＞ （参照日付）
電子ジャーナルに限らず、Web上の情報の場合は、
サイトのアドレスとサイトを閲覧した日付（アクセス日）
が記載されています。
→ Web上の情報は変更されることが多いためです。
2015/10/27
15
「ジャックス」や「プロナス」
って聞いたことありますか?
長いタイトルの洋雑誌。
日本国内では、略称で呼ぶ場合があります。
◎米国化学会誌・・・化学分野 高峰の学術雑誌
Journal of the American Chemical Society（ジャックス）
◎ドイツ化学会誌
Angewandte Chemie International Edition（アンゲ）
◎「Nature」 「Science」 と並ぶ重要な総合学術雑誌
Proceedings of the National Academy of Science（プロナス）
但し、これらの略称は日本だけのものであり、国際的には通じま
せん。国際的な略称は、略語を用いた略誌名を使いましょう。
ジャーナルの略誌名を調べる時は、下記のサイトを参考にして
みてください。
★Journal Abbreviation Sources
http://www.abbreviations.com/jas.php
→フルタイトルから略誌名を調べる、逆に略誌名からフルタイ
トルを調べることのできるサイトを複数紹介しています。
Biochem. → Biochemistry
immunolo. → Immunology
Lett.→ Letters
Org.→ Organic
Rev.→ Review
Chem.→ Chemistry
Int.→ International
Mol.→Molecular
Pharm.→ Pharmacy
薬学系のジャーナルでよく見かける略語
５．引用と著作権について
① 引用の必然性があること
② 自分の文章が主で、引用が従であること
＜目安としては、自分の文章の10分の1以下＞
③ 他人の文章を括弧でくくるなどして、自分の文章
と区別すること
➃ 出所（引用元）を明示すること
引用の用件（著作権法第32条及び第48条が適用）
引用とは、自分の論旨を説明・証明するために、他人の
文章や事例を引くことです。
引用元を明らかにせずに、いわゆるコピペ
で論文を作成することは、剽窃（ひょうせつ）
という犯罪行為です。
なぜ、他人の文章をまるごと
コピーして、あたかも自分が
書いた文章のようにして、
論文を書いてはいけないのか？
全ての著作物は
著作権法で保護されているから
＜参考文献＞
１．学術情報探索マニュアル編集委員会編『理・工・医・薬系学生のための学術情報
探索マニュアル : 電子ジャーナルから特許・会議録まで』 丸善, 2006年
２．吉田健正著 『大学生と大学院生のためのレポート・論文の書き方』 ナカニシヤ出
版, 2004年
３．藤田節子著 『レポート・論文作成のための引用・参考文献の書き方』日外アソシ
エーツ, 2009年
４．讃岐美知義著『超!文献管理ソリューション ―PubMed/医中誌検索からクラウド活
用まで―』学研メディカル秀潤社, 2011年
５．東京大学 医学図書館 PubMedの使い方
http://www.lib.m.u‐tokyo.ac.jp/manual/pubmedmanual.pdf （参照 2015‐10‐27）
この後は、雑誌書庫に入って、
実際の論文を探しに行きます
